
 高品質な日本式介護システムを導入した介護施設をフィリピン国内に展開することで、介護問題を解決する。 
 地元フィリピン人を雇用することで、新たな雇用を生み出し、優秀な人材の海外流出を防止できる。 
 将来的なフィリピンの高齢化社会に向けた介護人材の育成やノウハウを蓄積することができる。 

中小企業の事業展開を通じて期待される開発効果 

 日本式介護システムを取り入れた介護施設をフィリピン国内に設立・運営し、日本外で事業拡大を図る。 
 地元フィリピン人を介護人材として雇用・教育することで、人件費の削減を図る。 

日本の中小企業の事業戦略 

基礎調査 
フィリピン国 日本式介護システム導入事業基礎調査 

 提  案  企  業   ：インフィック株式会社                       
 代表企業所在地 ：静岡県静岡市 
 サイト  ：フィリピン国（ダバオ市、マニラ市、セブ市） 

企業・サイト概要 

 自立支援を目的とする日本式介護システム（ソフト、
ハードを含む） 

 外国人専用の介護教育テキスト、教育プログラム 

 若者の海外出稼ぎにより、国内に残された高齢者
の介護問題 

 低い品質レベルのフィリピン国内介護施設 
 優秀な介護人材の国外流出 

フィリピン国の開発課題 中小企業の製品・技術 

外国人への介護教育 外国人用テキスト 


